
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 会津大学短期大学部 
設置者名 公立大学法人会津大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

会津大学短期大

学部 

産業情報学科 
夜 ・

通信 

0 19 

120 139 7  

食物栄養学科 
夜 ・

通信 
21 40 7  

幼児教育学科 
夜 ・

通信 
67 86 7  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://pota3.jc.u-aizu.ac.jp/up/faces/login/Com00501A.jsp 

※(Pota システム)シラバス－シラバス照会－シラバス検索キーワード「実務経験」 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 会津大学短期大学部 
設置者名 公立大学法人会津大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

https://www.u-aizu.ac.jp/200401_riji_j.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 地方公務員 
2020.4.1～ 

2022.3.31 
総務・財務 

常勤 株式会社役員 
2020.4.1～ 

2022.3.31 
管理・渉外 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 会津大学短期大学部 
設置者名 公立大学法人会津大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 毎年 12 月の教務厚生委員会において、翌年度シラバス作成のための記入要領を

検討・作成し、各教員へ作成を依頼する。各教員は当該要領に基づき、学務シス

テムに必要事項を入力する。システム登録後、３月下旬にホームページで公表し

ている。 

 シラバスに含まれる主な情報は以下のとおり。 

・内容及び計画 

・教科書、参考書 

・成績評価方法 

・学習到達目標 

・実務経験 

 

授業計画書の公表方法 
https://pota3.jc.u-

aizu.ac.jp/up/faces/up/co/Com02401A.jsp 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

成績は、試験成績、平常の成績、出席状況等を総合的に判定して評価する。 

成績の評価は 100 点法により行い、80 点以上をＡ、80 点未満 70 点以上をＢ、

70 点未満 60 点以上を Ｃ、60 点未満をＤと表示する。成績評価がＡ、Ｂ及びＣの

場合を合格とし、所定の単位を与える。 

成績評価がＤの場合は再試験を受けることができ、その成績評価は 60 点を超え

る場合であっても 60 点とする。 

受験資格を満たさない場合及び定期試験、臨時試験、追試験を放棄した場合は、

履修意欲がないものとみなし、Ｆと表示する。  

再試験を放棄した場合は、成績評価は当初の認定試験結果による。 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

本学では、履修した授業科目の成績評価点数（100 点満点）の平均を求める方法

で算定している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
http://www.jc.u-aizu.ac.jp/campuslife/07.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 

会津大学短期大学部では所定の期間在学し、かつ本学の教育目標ならびに各

学科で定める教育研究上の目的に基づいて設定された授業科目を履修し、所定

単位数を修め、以下の知識、能力を修め、卒業認定された学生に対し学位［短

期大学士（産業情報）、短期大学士（食物栄養）、短期大学士（幼児教育）］

を授与する。 

□ 産業情報学科 短期大学士（産業情報） 

１ 経営情報コース 

①経営学、商学、会計学、経済学、情報学の各分野を中心に、企業や地域社会

に関する体系的・実践的な専門知識 

②情報収集・分析・活用に関する能力や創造的展開・企画・伝達に関する能力 

③地域産業の活性化やまちづくりに貢献できる能力 

２ デザイン情報コース 

①インターフェイス、インテリア、クラフト、グラフィック、プロダクトの各

専門分野におけるデザイン及び情報の基礎知識 

②情報化時代におけるデザイン活動と歴史・文化・環境などに配慮した、モ

ノ・事のデザインができる能力 

□ 食物栄養学科 短期大学士（食物栄養） 

１ 高齢化や生活習慣病が進行する地域社会において健康を守る食の担い手とし

て「食」と「健康」についての広く深い専門知識 

２ 人々がそれぞれのライフスタイルに見合った食生活をするための指導・支援

を行うことができる知識、技術 

３ 健康食品や食の安全・安心などへの関心の高まりと相まって「食」へのニー

ズが多様化・高度化する現代社会に即応できる高度な専門知識と実践的な技能 

□ 幼児教育学科 短期大学士（幼児教育） 

１ 本学科で学んだ理論と現場での体験を統合的に理解し、謙虚に自身の専門職

としてのあり方を振り返ることができる姿勢 

２ 子どもに対する尊敬と愛情を持ち、一人ひとりへの関心を持つとともに、多

様なニーズに対応できる専門知識と技術 

３ 子どもの権利尊重を基盤とした倫理観と、インクルーシブな視点を持ち、子

どもを取り巻く環境に存在する諸問題解決のために社会資源を活用することが

できる実践力と科学的洞察力 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
http://www.jc.u-aizu.ac.jp/outline/policy.html 

 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 会津大学短期大学部 
設置者名 公立大学法人会津大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.u-aizu.ac.jp/intro/outline/zaimu/ 
収支計算書又は損益計算書 https://www.u-aizu.ac.jp/intro/outline/zaimu/ 
財産目録  - 
事業報告書 https://www.u-aizu.ac.jp/intro/outline/zaimu/ 
監事による監査報告（書） https://www.u-aizu.ac.jp/intro/outline/zaimu/ 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 
単年度計画（名称  ：２０２０年度公立大学法人会津大学年度計画  

対象年度：２０２０年度） 

公表方法：https://www.u-aizu.ac.jp/files/page/intro/2020annualplan_j.pdf 

中長期計画（名称  ：公立大学法人会津大学 第３期中期目標・中期計画  

対象年度：平成３０年度～令和５年度） 

公表方法：https://www.u-aizu.ac.jp/files/page/intro/20183rdMidtermPlan_j.pdf 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.u-aizu.ac.jp/intro/outline/corporate/ 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：http://www.jc.u-aizu.ac.jp/outline/accreditation.html 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名  会津大学短期大学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：http://www.jc.u-aizu.ac.jp/outline/index.html ） 

（概要） 

会津大学短期大学部は、深く専門の学芸を教授研究し、職業又は実際生活に必

要な能力を育成し、もって地域社会の生活、文化及び産業の向上発展に寄与する

ことを目的とする。 

本学には、産業情報学科（経営情報コース、デザイン情報コース）、食物栄養

学科及び幼児教育学科を設置し、産業、経営、デザイン、情報、環境、健康、栄

養、食品､教育及び保育などの専門性を有した上で、幅広い教養と高い倫理観に

根差した判断力や総合力を有する人材の育成を目指す。 

また、豊かな人格と自発的な学習意欲を持続させながら行動力と実践力のある

人材の育成を目指すとともに、時代の変化や今日的課題に対応できる問題解決能

力や創造的展開能力を保有する応用能力のある人材の育成を目指す。 

加えて、地域社会が抱える問題を解決するため、本学の知識や技術の成果を地域

社会に還元することを目的とする。 
 

卒業の認定に関する方針 

（公表方法：http://www.jc.u-aizu.ac.jp/outline/policy.html ） 

（概要） 

ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 

会津大学短期大学部では所定の期間在学し、かつ本学の教育目標ならびに各学

科で定める教育研究上の目的に基づいて設定された授業科目を履修し、所定単位

数を修め、以下の知識、能力を修め、卒業認定された学生に対し学位［短期大学

士（産業情報）、短期大学士（食物栄養）、短期大学士（幼児教育）］を授与す

る。 

□ 産業情報学科 短期大学士（産業情報） 

１ 経営情報コース 

①経営学、商学、会計学、経済学、情報学の各分野を中心に、企業や地域社会に

関する体系的・実践的な専門知識 

②情報収集・分析・活用に関する能力や創造的展開・企画・伝達に関する能力 

③地域産業の活性化やまちづくりに貢献できる能力 

２ デザイン情報コース 

①インターフェイス、インテリア、クラフト、グラフィック、プロダクトの各専

門分野におけるデザイン及び情報の基礎知識 

②情報化時代におけるデザイン活動と歴史・文化・環境などに配慮した、モノ・

事のデザインができる能力 

□ 食物栄養学科 短期大学士（食物栄養） 

１ 高齢化や生活習慣病が進行する地域社会において健康を守る食の担い手とし

て「食」と「健康」についての広く深い専門知識 

２ 人々がそれぞれのライフスタイルに見合った食生活をするための指導・支援

を行うことができる知識、技術 



  

３ 健康食品や食の安全・安心などへの関心の高まりと相まって「食」へのニー

ズが多様化・高度化する現代社会に即応できる高度な専門知識と実践的な技能 

□ 幼児教育学科 短期大学士（幼児教育） 

１ 本学科で学んだ理論と現場での体験を統合的に理解し、謙虚に自身の専門職

としてのあり方を振り返ることができる姿勢 

２ 子どもに対する尊敬と愛情を持ち、一人ひとりへの関心を持つとともに、多

様なニーズに対応できる専門知識と技術 

３ 子どもの権利尊重を基盤とした倫理観と、インクルーシブな視点を持ち、子ど

もを取り巻く環境に存在する諸問題解決のために社会資源を活用することができ

る実践力と科学的洞察力 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：http://www.jc.u-aizu.ac.jp/outline/policy.html ） 

（概要） 

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針） 

会津大学短期大学部の教育課程は、本学の教育目標並びに各学科の定める教育

研究上の目的を達成するに必要な科目を、人間性を高める教養基礎科目、専門性

を深める専門科目さらに自主的学習の為の自由科目とで編成する。 

各学科のカリキュラム・ポリシーは次の通りとする。 

□ 産業情報学科 

産業情報学科の教育課程は教養基礎科目、専門教育科目、自由科目をもって編

成する。また、専門教育科目は分野ごと十分な科目を効率的に学習できるように

配置する。 

□ 食物栄養学科 

食物栄養学科の教育課程は教養基礎科目、専門教育科目、基礎科目、関連科

目、自由科目をもって編成する。専門教育科目は栄養士資格を中心に、フードス

ペシャリスト資格認定試験受験資格、NR・サプリメントアドバイザー認定試験受

験資格を全て取得できるよう効率的に配置する。専門教育科目を学ぶ基礎を身に

つけるために基礎科目を配置する。習得した知識や技術をさらに深めるために関

連科目を配置する。また、学生の自主的な学習機会を与えるために自由科目を配

置する。 

□ 幼児教育学科 

「教養基礎科目」では幅広く教養分野を学ぶ。「専門教育科目」では幼稚園教

諭免許取得に関する科目、保育士資格取得に関する科目を中心に必修科目、選択

必修科目を設置する。「自由科目」では、社会福祉系科目を充実させ、地域から

の人材需要にも対応するとともに、特に幼児教育・保育と関連する福祉分野につ

いてさらに深く学びたいという学生の希望に対応できるように配置する。 
 

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：http://www.jc.u-aizu.ac.jp/outline/policy.html ） 

（概要） 

アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 

１ 専門知識を身につける意欲、能力、適性がある人 

２ 幅広い教養と高い倫理観を身につけようと努力する人 

３ 問題解決能力と創造的展開能力を身につけて、社会に貢献しようとする意欲

がある人 
 

 



  

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：http://www.jc.u-aizu.ac.jp/outline/organization.html 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

学長 1 人 － 1 人

産業情報学科 － 5 人 5人 2人 0人 0人 12 人

食物栄養学科 － 3 人 2人 2人 0人 3人 10 人

幼児教育学科 － 3 人 4人 4人 0人 0人 11 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 115 人 115 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：http://www.jc.u-

aizu.ac.jp/contribution/center/seeds/seeds2019.pdf#page=22 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

ＦＤ小委員会を設置し、研修会等を開催し、教育の資質向上に取り組んでいる。 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

産業情報学科 60 人 62 人 103％ 120 人 130 人 108％ 人 人 

食物栄養学科 40 人 37 人 92％ 80 人 81 人 101％  

幼児教育学科 50 人 50 人 100％ 100 人 100 人 100％ 人 人 

合計 150 人 149 人 99％ 300 人 311 人 103％ 人 人 

（備考） 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

産業情報学科 
61 人

（100％）

14 人

（  23.0％）

41 人

（  67.2％）

6人

（  9.8％）

食物栄養学科 
41 人

（100％）

3人

（  7.3％）

35 人

（  85.4％）

3人

（  7.3％）

幼児教育学科 
50 人

（100％）

0人

（  0.0％）

50 人

（  100.0％）

0人

（  0.0％）

合計 
152 人

（100％）

17 人

（  11.2％）

126 人

（  82.9％）

9人

（  5.9％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

四年制大学 

地方公共団体、金融機関、製造業、小売業、給食業務委託業、病院、福祉施設、幼稚園、保育所等 

（備考） 



  

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

産業情報学科 64人

（100％）

60人 

（93.8％） 

3人

（4.7％）

1人

（1.5％）

人

（  ％）

食物栄養学科 41人

（100％）

41人

（100％）

0人

（0％）

0人

（0％）

幼児教育学科 50人

（100％）

49人

（98.0％）

0人

（0％）

1人

（2.0％）

人

（  ％）

合計 155人

（100％）

150人

（96.8％）

3人

（1.9％）

2人

（1.3％）

人

（  ％）

（備考） 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

（概要） 

 毎年 12 月の教務厚生委員会において、翌年度シラバス作成のための記入要領を検

討・作成し、各教員へ作成を依頼する。各教員は当該要領に基づき、学務システムに

必要事項を入力する。システム登録後、３月下旬にホームページで公表している。 

 シラバスに含まれる主な情報は以下のとおり。 

・内容及び計画 

・教科書、参考書 

・成績評価方法 

・学習到達目標 

・実務経験 
 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

会津大学短期大学部では所定の期間在学し、かつ本学の教育目標ならびに各学科で定め

る教育研究上の目的に基づいて設定された授業科目を履修し、所定単位数を修め、以下の

知識、能力を修め、卒業認定された学生に対し学位（短期大学士（産業情報）、短期大学

士（食物栄養）、短期大学士（幼児教育））を授与する。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

会津大学短期大学

部 

産業情報学科 70 単位 有・無 単位

食物栄養学科 62 単位 有・無 単位

幼児教育学科 62 単位 有・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：http://www.jc.u-aizu.ac.jp/outline/campusmap.html 

 

  



  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

会津大学

短期大学

部 

産業情報学科 

経営情報コース 

（福島県の住民で

ある場合） 

379,200円 169,200円 82,080円

実習経費、学生教育研

究災害傷害保険料、教

育後援会費、同窓会費 

産業情報学科デザ

イン情報コース 

（福島県の住民で

ある場合） 

379,200円 169,200円 112,080円

実習経費、学生教育研 

究災害傷害保険料、教 

育後援会費、同窓会費 

産業情報学科 

経営情報コース 

（福島県の住民で

ない場合） 

379,200円 364,000円 82,080円

実習経費、学生教育研 

究災害傷害保険料、教 

育後援会費、同窓会費 

産業情報学科デザ

イン情報コース 

（福島県の住民で

ない場合） 

379,200円 364,000円 112,080円

実習経費、学生教育研 

究災害傷害保険料、教 

育後援会費、同窓会費 

食物栄養学科 

（福島県の住民で

ある場合） 
379,200円 169,200円 183,620円

実習経費、学生教育研 

究災害傷害保険料、教 

育後援会費、同窓会費 

食物栄養学科 

（福島県の住民で

ない場合） 
379,200円 364,000円 183,620円

実習経費、学生教育研 

究災害傷害保険料、教 

育後援会費、同窓会費 

幼児教育学科 

（福島県の住民で

ある場合） 
379,200円 169,200円 100,080円

実習経費、学生教育研 

究災害傷害保険料、教 

育後援会費、同窓会費 

幼児教育学科 

（福島県の住民で

ない場合） 
379,200円 364,000円 100,080円

実習経費、学生教育研 

究災害傷害保険料、教 

育後援会費、同窓会費 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生への修学支援として、オリエンテーション、ガイダンス（コン 

ピュータガイダンス含む）、ゼミ、オフィスアワー、個別相談・指導、課外指導等

の多様な機会を活用しながら個に対応したきめ細かな学生支援を行っている。 
 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

 本学では、進路指導（就職指導、編入学指導）は、進路指導委員会（各学科教

員）、キャリア支援センターと、ゼミ担当教員・各学科教員との協力体制で行って

いる。また、キャリア支援センターを設置しており、経験豊富なキャリアアドバイ

ザー（専任職員２名）が常勤し、学生の進路相談に対応している。 
 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 本学では、学生が心身ともに健康で快適な大学生活を送ることができるように、

学生相談室を設置している。各学科から選出された教員や専門のカウンセラーが、

さまざまな問題に親身になって対応している。 



  

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法： 

（産業情報学科経営情報コース） 

http://www.jc.u-aizu.ac.jp/department/management/ 

（産業情報学科デザイン情報コース） 

http://www.jc.u-aizu.ac.jp/department/design/ 

（食物栄養学科） 

http://www.jc.u-aizu.ac.jp/department/fn/blog/ 

（幼児教育学科） 

http://www.jc.u-aizu.ac.jp/department/ce/blog/ 

 


